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と
も
、
国
際
斐
耳
で
活
躍
す
る
「
慰
安
塑
に
さ
れ
た
金
田
キ
自
民
党
は
、
河
野
境
総
哉
が
告
侵
略
戦
争
と
一
方
的
に
決
め
な
い
」
。

と
と
も
出
来
な
い
。
乙
の
足
か
ミ
子
さ
ん
は

「日
本
遺
族
会
の

O
E
C
Dに
出
席
し
て
い
る
た
つ
け
る
の
は
間
違
い
だ
。

欧

米

三
者
の
決
議
に
対
す
る
認
識

せ
は
、
百
年
、
日
本
を
束
縛
す
代
表
が
、
日
本
は
、
事
宍
韓
国
め
、
衛
藤
征
士
郎
副
幹
事
亘
『
か
の
植
民
地
支
配
か
ら
ア
ジ
ア
を
の
違
い
が
浮
き
上
が
った
。

る
。
最
近
、
韓
国
政
府
が
若
者
に
侵
略
も
悪
い
事
も
し
て
い
な
出
席
。

解
放
し
た
正
義
の
戦
争
の
一
面
集
会
で
は

「
不
戦
の
決
意
乞

を
対
象
に
世
論
調
査
を
行
つ
い
。む
し
ろ
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

「
村
山
政
権
発
足
時
の
三
党
も
あ
る
命
決
議
は
、
戦
争
犠
牲
表
明
す
る
。
戦
争
被
害
者
個
人

た
。
若
者
の
日
本
に
対
す
る
イ
謝
罪
も
補
償
す
る
必
要
も
な
い
合
意
を
踏
ま
え
た
決
議
を
行
う
者
に
申
し
訳
が
た
た
な
い
、
の
に
対
し
て
謝
罪
と
補
償
を
行
う

メ
l
ジ
は
、
「
最
も
親
し
み
を
と
一
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
繭
べ
き
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
=
一
点
。
決
議
が
出
来
な
り
れ
ば
、
乙
と
」
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
が
探

感
じ
る
国
」
「
最
も
響
戒
す
べ
い
た
」
と
言
い
、
戦
争
中
の
強
決
議
は
禾
来
志
向
的
な
内
容
に
そ
れ
こ
そ
内
外
の
犠
牲
に
な
っ
択
。

戦
後
五
十
年
の
国
会
義
務
推
進
す
塁
莞
室
主
箇
体
、
市
民
団
体
、
韓
国
の
国
委
貰
伊
被
言
、

遺
族
の
団
一隻

中
で
ぶ
つ
か
る
問
題
は
、
日
本
き
国
」
の
両
方
。
臼
本
一
が
ど
ち
制
連
句
植
民
時
代
に
鍋
や
箸

璽
取
を
置
く
J

べ
き
で
、

一方
的
た
方
々
に
申
し
訳
な
い
し
、
何

参
加
者
か
ら
は
与
党
の
不
協

千
人
と
与
党
三
党
の
国
主
音
国
十
人
が
参
加
レ
て
、

一一
十
一
言
夕
、
豪
・
日
比
一
議
芥
意
書
室
差
別
宇
|
謝
罪
・
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
侵
略
戸
第
九
を
選
ぶ
か
、
岐
路
に
立
た
さ
ま
で
取
り
上
げ
て
鉄
砲
の
玉
に
な
断
罪
に
姦
づ
く
決
議
に
は
反
も
し
な
い
よ
り
な
お
悪
い
」。

翌
日
に
、
「
今
日
の
集
会
は
い
つ

と
、
経
済
圧
迫
を
し
て
貧
困
を
れ
て
、
る
と
言
、
、
「
ら
ま
、
し
こ
日
本
軍
の
行
状
を
語
り
、
対
」
。

鳩
山
由
紀
夫
新
党
さ
き
が
け
た
い
伺
な
ん
だ
f
」
と
吐
き
出

量
の
国
会
議
実
現
完

全
国
集
会
疹
聞
い
た
。
与
党
三
党
謀
議
に
「
侵
略
葉
」

「植
民
控
又
配
」
李
』
の
「
反
省

h

u

u

i

f

招
い
て
い
る
こ
と
だ
と
言
う
田
こ
と
に
集
っ
た
人
た
ち
の
さ
つ
「
現
実
に
目
を
そ
む
け
、
反
戦
社
会
党
の
久
保
亘
書
記
長
は
代
表
幹
事
は
「
乙
の
様
に
旗
が
す
よ
A
J
な
不
満
空
間
が
よ
が
っ

「不
戦
」
の
吾
暴
季
五
む
を
つ
か
で
も
め
て
い
4
C
状
況
そ
の
も
の
が
集
会
で
も
脊
忌
げ
り
れ
た
。
集
会
屋
、
シ
ュ

中
優
(
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
円

6
に
、
良
、
舗
な
人
々
が
い
る
限
決
議
に
反
対
す
る
の
は
、
犬
以

「
決
議
は
、
国
ム
京
国
民
に
果
は
た
め
く
集
会
に
は
不
馴
れ
だ
て
い
た
。

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
房
ど
り
返
し
な
が
り
、
国
会
ま
で
デ
モ
行
準
第
リ
っ
た
。

o
l)
さ
ん
は
、
「
日
本
が
間
り
、
希
望
は
捨
て
な
い
グ
」
と
下
だ
グ
」
と
怒
的
差
込
め
て
訴
茎
霧
だ
。
反
対
す
る
人
た
ち
か
ろ
:
:
;
」
と
言
い
な
か
ら
、
一

1
4
1
1
1i
l
l
-

-

事
の
野
恵
理
右
翼
の

T
費
、
戦
争
長
住
居
れ
く
と
と
を
紹
介
。
「
ア
ジ
ア
の
中
か
ら
数
人
が
発
言
。

わ

れ
て
い
る
の
は
、
戦
時
中
日
呼
び
か
り
、
会
場
か
亀
王
か
え
た
。

の

富
は
、

①
決
聾
9
れ
ば
、
「
侵
略
、
植
民
増
員
す
る

一

う

こ
と
し
の
春
、
大

害
車
が
陣
取
り
、
目
い
っ
ぱ
た
朝
鮮
、
台
湾
侵
略
、
植
民
地
誕
生
H

を
考
え
る
な
ら
、
在
日
本
の
戦
後
貫
雲
ハ

ッ
キ
本
が
や
っ
た
事
実
を
認
め
量
沸
い
た
。

与

党
三
党
代
表
の
撃
に
移

日
本
語
警
れ
で
も
易
隊
加
害
者
で
あ
っ
た
認
識
を
持
一

¥
担

金

島

に

ヲ

議

会

い
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
「
謝
要
政
策
に
対
す
る
総
括
で
も
あ
日
の
韓
国
・
朝
鮮
人
芸
め
、
リ
喜
歪
E

代
表
・
臼
装
子
量
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
」
と
。

戦
争
中
、
罰
連
行
さ
れ
、
る
。

に
交
警
が
な
い
こ
と
に
な
る
ち
、
反
省
し
て
い
る
。
反
省
す
一

凶

一
が
あ
っ
た
。
己
存
知

韓日

r
l
j話
題
草
野
良
誤
射
器
長
軒
当
長
輔
副
髄
園
襲
撃
二
轍
yi
諮
諸
島
一
三
都
聖

露
関
翼
線
幽
圃
掴
瑚
組
組
組
蝿
嗣
・
盟
国
掴
掘
調
樋
闘
鴎
野

ζ

主
包
装
勢
綱
要
翻
閣

議

盤

医

由

一

義
者
定
表
し
て
田
室
唱
え
る
の
は
、
は
な
は
だ
し
く
芸
を
一年
主
主
力
を
す
べ
を
や
っ
て
来
て
、
日
本
人
と
外
字
る
か
レ
な
い
か
、
私
が
雪

卒

露

覇

輔

醐

輔

覇

c
:
:;
f
h臨
か
ん
と
同
じ
だ
と
患
っ
。
が
、
自
一
を
作
っ
た
瀬
戸
内
海
京
島
で

鰯繍
調
機
錨
臨
鞠
離
購
灘
輔
闇
醐
醐
関
醐
輯
J

F・
u

一十
一縦
瞬
時
F
誠
盤
臨
闇
圃
圃
圃
圃
静

、

一

(
襲
撃
夏
季
め
ね
じ
曲
げ
た
歴
史
警
」
と
き
。
こ
の
原
点
な
し
に
、
主
国
人
と
で
突
き
な
建
が
あ
う
事
で
は
な
い
。
日
本
の
国
民
鱗
盛
観
麟
髄
輯
額
二

弓

織

品

麟

盟

国

な

E
Uま
で
放
粟
す
る
な
ら
一
あ
る
。
広
農
竹
原
市
中
越
町

芸
代
表
)
さ
ん
が
露
。
一
冨
い
、ね
じ
曲
っ
た
人
た
宗
、
ご
と
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
の
共
生
る
こ
と
を
知
っ
た
。
韓
国
人
の
と
思
決
め
る
こ
と
」
と
前
置

:

鱗

機

麟

機

購

鰻

鱒

ぃ

ド

パ

汁

議

輯

掴

圃

圏

み

誰

が

日

本

奪

る

の

か

。
不
戦
一
の
沖
合
三
J
、
船
で
十
数
分
の

「
平
年
前
に
終
っ
た
事
二
十
九
日
に
ぎ
ア
共
生
の
竜
王
ダ
メ
だ
」
と
o

中
に
は
い
言
語
努
な
き
し
て
、
警
察
す
る
人

綴

際

議

し

刀

繍

盤

的

紛
れ

i
j瀦

4纏
週

朝

合

い
主
ロ
葉
を
あ
え
て
入
れ
る
一
と
こ
ろ
。
里

ハ

去

、

と

は
、
十
五
年
戦
争
の
管
だ
け
祭
典
』
(
日
本
是
正
開
続
い
て
、
実
量
回
答
い
会
い
る
o
遺
骨
収
集
も
さ
た
ち
は
、
美
し
い
植
民
地
時

機

擦

機

懇

欝

欝

ニ

?

?

襲

い務

肌

べ
き
で
は
な
い
。
戦
争
を
し
な
一
い
き
だ
。
乙
ん
な
と
こ
ろ

E
l
l
i
s
E
B
B
t詰
!

H
E

E

一

;
i
i
i

れ
て
い
な
い
。
思
表
識
を
き
代
み
僅
か
し
み
、
ま
た
も
や
麟
槻
，
鱗
擁
護
議
離
欝
畿
土
袋

、
i;
轍
盛

岡

噌

&議

謬

浬
い
乙
と
は
憲
法
で
定
め
ち
れ
て
一
で
毒
ガ
ス
が
作
ら
れ
て
い
た
。

圃

圃

圃

圏

聞
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議

離

職

機

欝

館

ち

ん

と

し

な
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と

戦

後

補

償

侵

略

主
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え
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い

る

の

鱗

麟

盤
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騒

持
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仁
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以

「
決
議
は
、
国
ム
京
国
民
に
果
は
た
め
く
集
会
に
は
不
馴
れ
だ
て
い
た
。

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
房
ど
り
返
し
な
が
り
、
国
会
ま
で
デ
モ
行
準
第
リ
っ
た
。

o
l)
さ
ん
は
、
「
日
本
が
間
り
、
希
望
は
捨
て
な
い
グ
」
と
下
だ
グ
」
と
怒
的
差
込
め
て
訴
茎
霧
だ
。
反
対
す
る
人
た
ち
か
ろ
:
:
;
」
と
言
い
な
か
ら
、
一

1
4
1
1
1i
l
l
-

-

事
の
野
恵
理
右
翼
の

T
費
、
戦
争
長
住
居
れ
く
と
と
を
紹
介
。
「
ア
ジ
ア
の
中
か
ら
数
人
が
発
言
。

わ

れ
て
い
る
の
は
、
戦
時
中
日
呼
び
か
り
、
会
場
か
亀
王
か
え
た
。

の

富
は
、

①
決
聾
9
れ
ば
、
「
侵
略
、
植
民
増
員
す
る

一

う

こ
と
し
の
春
、
大

害
車
が
陣
取
り
、
目
い
っ
ぱ
た
朝
鮮
、
台
湾
侵
略
、
植
民
地
誕
生
H

を
考
え
る
な
ら
、
在
日
本
の
戦
後
貫
雲
ハ

ッ
キ
本
が
や
っ
た
事
実
を
認
め
量
沸
い
た
。

与

党
三
党
代
表
の
撃
に
移

日
本
語
警
れ
で
も
易
隊
加
害
者
で
あ
っ
た
認
識
を
持
一

¥
担

金

島

に

ヲ

議

会

い
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
「
謝
要
政
策
に
対
す
る
総
括
で
も
あ
日
の
韓
国
・
朝
鮮
人
芸
め
、
リ
喜
歪
E

代
表
・
臼
装
子
量
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
」
と
。

戦
争
中
、
罰
連
行
さ
れ
、
る
。

に
交
警
が
な
い
こ
と
に
な
る
ち
、
反
省
し
て
い
る
。
反
省
す
一

凶

一
が
あ
っ
た
。
己
存
知

韓日

r
l
j話
題
草
野
良
誤
射
器
長
軒
当
長
輔
副
髄
園
襲
撃
二
轍
yi
諮
諸
島
一
三
都
聖

露
関
翼
線
幽
圃
掴
瑚
組
組
組
蝿
嗣
・
盟
国
掴
掘
調
樋
闘
鴎
野

ζ

主
包
装
勢
綱
要
翻
閣

議

盤

医

由

一

義
者
定
表
し
て
田
室
唱
え
る
の
は
、
は
な
は
だ
し
く
芸
を
一年
主
主
力
を
す
べ
を
や
っ
て
来
て
、
日
本
人
と
外
字
る
か
レ
な
い
か
、
私
が
雪

卒

露

覇

輔

醐

輔

覇

c
:
:;
f
h臨
か
ん
と
同
じ
だ
と
患
っ
。
が
、
自
一
を
作
っ
た
瀬
戸
内
海
京
島
で

鰯繍
調
機
錨
臨
鞠
離
購
灘
輔
闇
醐
醐
関
醐
輯
J

F・
u

一十
一縦
瞬
時
F
誠
盤
臨
闇
圃
圃
圃
圃
静

、

一

(
襲
撃
夏
季
め
ね
じ
曲
げ
た
歴
史
警
」
と
き
。
こ
の
原
点
な
し
に
、
主
国
人
と
で
突
き
な
建
が
あ
う
事
で
は
な
い
。
日
本
の
国
民
鱗
盛
観
麟
髄
輯
額
二

弓

織

品

麟

盟

国

な

E
Uま
で
放
粟
す
る
な
ら
一
あ
る
。
広
農
竹
原
市
中
越
町

芸
代
表
)
さ
ん
が
露
。
一
冨
い
、ね
じ
曲
っ
た
人
た
宗
、
ご
と
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
の
共
生
る
こ
と
を
知
っ
た
。
韓
国
人
の
と
思
決
め
る
こ
と
」
と
前
置

:

鱗

機

麟

機

購

鰻

鱒

ぃ

ド

パ

汁

議

輯

掴

圃

圏

み

誰

が

日

本

奪

る

の

か

。
不
戦
一
の
沖
合
三
J
、
船
で
十
数
分
の

「
平
年
前
に
終
っ
た
事
二
十
九
日
に
ぎ
ア
共
生
の
竜
王
ダ
メ
だ
」
と
o

中
に
は
い
言
語
努
な
き
し
て
、
警
察
す
る
人

綴

際

議

し

刀

繍

盤

的

紛
れ

i
j瀦

4纏
週

朝

合

い
主
ロ
葉
を
あ
え
て
入
れ
る
一
と
こ
ろ
。
里

ハ

去

、

と

は
、
十
五
年
戦
争
の
管
だ
け
祭
典
』
(
日
本
是
正
開
続
い
て
、
実
量
回
答
い
会
い
る
o
遺
骨
収
集
も
さ
た
ち
は
、
美
し
い
植
民
地
時

機

擦

機

懇

欝

欝

ニ

?

?

襲

い務

肌

べ
き
で
は
な
い
。
戦
争
を
し
な
一
い
き
だ
。
乙
ん
な
と
こ
ろ

E
l
l
i
s
E
B
B
t詰
!

H
E

E

一

;
i
i
i

れ
て
い
な
い
。
思
表
識
を
き
代
み
僅
か
し
み
、
ま
た
も
や
麟
槻
，
鱗
擁
護
議
離
欝
畿
土
袋

、
i;
轍
盛

岡

噌

&議

謬

浬
い
乙
と
は
憲
法
で
定
め
ち
れ
て
一
で
毒
ガ
ス
が
作
ら
れ
て
い
た
。

圃

圃

圃

圏

聞

覇

議

離

職

機

欝

館

ち

ん

と

し

な

い

と

戦

後

補

償

侵

略

主

-言

え

て

い

る

の

鱗

麟

盤

機

騒

持

母

仁

。テープ不要の「るす録の天才Jo瞬間用件頭出し・飛ぴ起
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叫
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(2) 国

住

民

票

続

柄

裁

判

七

周

年

高

裁

な

ほ

れ

ば

容

器

い

o

身

体

に

な

り

れ

ば

・
」
と
オ
ウ
ム
を
た
。
女
性
は
そ
れ
な
り
の
決
心

気

を

つ

り

で

長

生

き

を

し

て

、

と

も

例

に

出

し

守

な

け

れ

を

じ

専

門

#

混

合

ひ

目

的

意

向

か

違
憲
判
決
&
上
告
報
告
集
会
で

l
i
l
l
l
i
-
-
I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
私
た
ち
は
闘
わ
な
げ
れ
ば
な
ら

ば

、

優

拐

な

人

ほ

ど

有

害

に

な

は

っ

き

P
レ
て
い
る
。
男
が
理

住
民
票
続
柄
裁
判
七
周
年
高
作
る
女
性
議
刷
、
婚
外
子
差
別
な
ど
と
結

α%

る
」
。
米
窓
口
ん
は
「
科
学
は
科
離
れ
安
ロ
女
性
が
ど
ん
ど
ん

裁

違

憲

判

決

&

よ

告

報

告

集

会

#

指

摘

す

る

。

講

演

の

後

、

判

決

の

解

説

を

メ

リ

ク
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
表
進
め
ば
い
い
。
今
、
私
た
担
の

だ

士

言

、

東

京

申

央

労

政

大

串

牟

業

後

、

落

合

さ

ん

は

弁

護

団

の

榊

原

富

士

子

さ

ん

理

一
体
。
今
は
こ
の
表
裏
が
顕
や
る
べ
き
こ
と
一迫
読
雰
ぶ
や

会
館
(
東
京
・
飯

田

橋

)

で

開

入

件

レ

た

啓

麗

で

、

女

性

の

が

、

李

局

主

張

に

つ

い

て

同

著

に

見

え

て

き

「

蒔

代

」介
暑
す
こ
と
だ
」
0

大
田
さ
ん
は

か

れ

た

。

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

ィ

と

し

て

活

躍

じ

く

福

島

瑞

穂

さ

ん

が

符

い

、

告

。

「

国

守

遺

伝
研
も
女
性
三
人
目

落
合
憲
司
喜
ん
(
往
き
が
し
て
い
た
が
、
某
週
刊
誌
が
、

辛

口

へ

の

思

い

と

決

意

を

霊

口

今

、

若

い

人

の

謡

系

離

の

教

授

が

出

た

o
十
=
一
人
申
の

「
申
奇
の
感
受
性
」
を

デ

l

マ

婚

外

子

で

あ

る

こ

と

を

記

事

に

の

田

中

寿

美

子

さ

ん

と

福

喜

多

れ

H

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

=
天
だ
か
ら
こ
れ
は
担
当
な
と

に
嬰
織
演
後
、
弁
護
団
、

原

し
た
。
「
母
と
父
と
そ
の
家
族
昇
さ
ん
が
話
し
た
。

榊
原

さ

ん

葱

菱

術

白

書

は

人

材

の

供

給

と

で

あ

る

o
科
学
の
世
界
に
男

告
の
童
E

、
会
場
の
参
加
者
の
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
は
、
判
決
の
よ
か
っ
た
と
こ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の
太
田
朋
芋
さ
や
テ
!
?
が
大
豊
E

く
変
わ
り
パ
く
分
か
れ
た
現
状
か
皇
隊
的
の
H

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ρ

を
女
性
に
女
の
別
は
な
い
。
弘
、
今
、

意
見
交
換
が
あ
っ
た
。
た
。
自
分
笠
宮
計
員
だ
っ
た
の
は
、
損
害
賠
償
梢
求
の
中
で
、
ん
H
国
立
遺
伝
学
研
究
所
教
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

(
思
考
の
枠
な
車
対
必
要
で
は
な
い
か
、
し
ぼ
る
、
い
う
時
代
に
な
っ
て
あ
ま
り
に
競
争
が
激
し
く
、
男

住
民
票
続
柄
裁
判
は
、
婚
外
に
、
な
ぜ
、
マ
ス
コ
ミ
に
自
分
違
法
だ
と
言
っ
た
こ
と
、
声
箱
授
、
第

一
回
猿
橋
賞
受
賞
者
組
ぷ
の
変
化
)
が
起
こ
っ
て
い
辛
子
大
き
な
テ
!
?
を
投
げ
い
る
が
、
「
白
本
に
も
女
件
ち
も
女
も
夜
中
ま
で
働
い
て
い

早
め
住
民
票
続
璽
鏑
記
載
が
を
切
目
立
先
巴
怨
く
て
は
な
ら
よ
で
も
問
問
か
あ
室
釘
を
刺
H
、
山
昌
詰
さ
ん
H
理
卑
d

る。

そ
ん
な
申
で
、
分
析
脊
樗
か
見
。
科
学
卓
宗
存
在
す
る
」
よ
れ
う
る
。
乙
れ
は
あ
ま
り
盤
雪
は

不
当
で
あ
る
と
し
て
七
年
前
に
な
い
の
か
。一

緒
に
怒
っ
ナ
と
し
た
、
憲
法
十
四
条
違
反
カ
と
研
究
所
士
荏
研
究
員
へ
黒
田
徴
と
し
て
き
た
近
代
撃
は
総
事
パ
号
ス
ト
た
ち
の
専
と
と
が
穂
署
で
や
っ
と
認
知
い
え
な
い
」
0

提
訴
、
去
る
三
月
二
十
二
日に、

れ
る
母
一
塑
っ
た
ら
ド
+
か
っ
た
れ
た
一
示
だ
と
詰
し
、

一方
、
玲
言
ん
H
東
大
教
授
、
第
こ
ロ
へ
、
そ
し
て
専
門
毎
に
細
か
門
分
野
で
の
ρ
新
し
い
サ
草
さ
れ
た
雇

。
女
性
望
者
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、

詰
持
「
鵠
諸
民
監
勾
言
語
紅
駐
日
露
監
時
間
抑
制
連
ド
話
料
摂
刊
誌
河
川
弔
問
的
軒
目
話
一
一
号
司

退

け

る

」

と

い

う

量

君

主

道

と

い

-

コ

も

の

に

量

な

宮

、

号

室

し

は

、

科

技

日

重

要

議

員

H

の

四

!

;

ど

り

、

富

島

が

一

般

に

認

の

ス

タ

y
フ
に
な
っ
語
に

一
也
紀
へ
の
ろ
セ
l
ジ
は

E
た
ば
か
り
。
墜

5
5っ
き

に

な

っ

と

重

量

の

電

憲

法

違

人

菜

室

主

ん

H

Z

i

引

っ

~

費
て
い
な
い

Eに
つ

い

い

い

害

者
。
し

E」
「
生
命
の
す
ば
ら
し
さ
の
共

と

差

益

と

し

て

先

頃

、

「

ら

を

遣

い

喜

さ

反

と

し

な

が

ら

、

悪

事

重

夫

教

授

、

第

四

5
3
M
f
j泌総
i
l
て
、
「
罪
者
自
宗

一般
の
こ
に
来
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
有
」
(
号
、
「
望
室

、

符持
婚
し
M

謡

、

て

め

て

い

る

。

づ

い

た

。

遣

い

か

皇

ぴ

合

う

し

、

条

約

を

真

正

面

か

ら

叡

っ

米

沢

さ

ん

は

、

し

ま

、

科

学

別
行

ua繋
暢
了
一

u」
(
黒
田
、
川
合
)
、
「
基
ス
ト
力
ふ
え
な
い
。
先
日
の
新
日
合
)
記
球
環
境
、
a
八
類

落
語
さ
ん
は
、
自
主
費
豪
雪
」毒
し
た
」
て
い
な
い
」
と
言
つ
o
福

島

さ

害

長

案

事

、

方

法

論

じ

j
L議
礎
的
な
乙
と
は
高
校
レ
ベ
ル
で
聞
に
、
医
学
部
霊
安
子
学
幸
せ
に
科
学
一
需
の
貢
献
」

子

で

あ

り

、

同

覇

で

控

訴

審

と

雪

ん

2皇
室
主
言
っ
て

t
M刷

物

z

i
j
jむ

も
っ
き
E
Z
」
と
生
が
ふ
え
半
数
に
迫
っ
て

き

章

、

「脳
と
生
命
の
襲

の
証
人
と
し
て
発
言
し
て
い
落
合
さ
ん
は
裁
判
の
証
言

い
な
い
点
に
つ
い
て
「
国
際

、

ぜ

i

長

z
r
!人
ヅ

が
必
要
烹
は
な
い
か
」
(太
た
。
と
れ
詰
々
し
き
こ
毒
の
解
明
へ
の
発
展
」
(
太

2
5、
費

量

て

十
八
歳
露
に
普
い
た
作
人
事
約
の
B
規
約
で
は
、
l

じ

遁

壊

危

ヲ

義

援

田

)

な

4
5研究
か
の
で
男
高
定
員
裏
切
る
、
回
)
O
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閥

麟

汁

創
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吋
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L

張警さん定は

ι一草弱
い
お
の
か
、
と

Cいドい
R5」。
黒?
イ
ム
毒
を
つ

2く6り、
ミ

5ク名ロ
貫

な
い
』
の
申
の
文
聖
雲
z占
高
引
用
て
か
ち
、
社
会
の
枠
の
中
に
竪E口
昂
の
回
中
さ
ん
は
、
違
憲

.

.

.
 帽

m
v採

さ
米
j

四
一
gh
J
i

学
技
響
，
割
は
、
ま
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さ
ん
は
「
研
究
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め
て
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大
き
な
延
命
H

に
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民

医

む
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川

向

日
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時

閣

門

町

i
仲間畑
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部
位
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韓
民
か
れ
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日
刊
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ドモ三aが主る;女性差別を指摘l

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
の
時
代

ノt

〈火曜日〉

女
性
科
学
者
が
役
割
と
夢
を
語
る

落合恵子さんが「生命の感受性」を講演

川

在

望

者

に
贈
色
れ
る
「
猿
要

」
章
十
五
周
雲
記
念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
十
一
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
川

叫
聞
か
れ
た
(
員
皆
、
霞
ヶ
関
ピ
ル
)。
い
ま
、
科
学
は
埜
苓
ぎ
い
う
役
割
き
た
し
て
い
る
か
、
ぞ
し
て
包
紀
山

川
へ
{
間
口
玄
何
が
で
き
る
か
、
ど
ん
な
夢
を
託
し
た
い
か
。ホ
ッ
ト
な
一
チ
!
?
を
い
ま
語
曜
申

φ
革
椅
学
賞
告
が
語
り
あ
っ
た
0

川
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日米女性環境フォーラム
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酬
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晶

後
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探

題
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発

言
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メ
リ
カ
か
ら
ダ

山

酬

て

話

レ

あ

っ
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日

米
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性
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ン
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デ
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ロ
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川
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フ

ォ
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護

活
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蒙
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開

川

酬

な

地

球

を
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」
宇
w且
月
ω
日
ω
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
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、
ス
l

一
6
3日
に

軟

禁

の

ま

ま

切

歳

に

主

護

法

…

詩

型

行

町

長

主

体

制

川

川
品
目
:
ヒ
ル
マ
の
「
良
ま
充
。
た
。
今
年
は
新
聞
に
意
見
広
告

7
1品
)
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州

(

小

臼

急

・書
橋
下
車
)
で
ト
リ
シ
ア
・
ワ
l
ク
(
オ
lド

川
心
の
囚
人
心
ア
ウ
ン
サ
ン
:
報
道
に
よ
れ
ば
要
量
二
白
玉
め
に

「市

民

室

」

不

都

合

が

な

い

か

ぎ

り

、

関

川

雪

。

パ

ン

ソ

サ

エ

テ

ィ

人

口

資
源
部

川
ス
l
・
チ
ム
ヤ
ん
は
、
自
量
級
は
今
年
の
7
月

日

日

ま

で

の

宇

結

成

、

憲

章

一

め

る

と

と

何

者

氏

名

義

面

に

掲

堅

吾

川

W

O

R

L

D

W
I
D
E
と
き
さ
ん
。

川
禁
2
5
+
お
歳
の
誕
生
日
量
「
見
通
し
」
で
す
。
レ
か
し
、
に
主
し
た
。
て
い
た
だ
き
ま
す
0

川

G
E
N
K
I
は
、
撃
リ
オ
で
日
本
か
ら
田
中
優

(
金
融
と

川
え
事
。
自
由
を
導
わ
れ
て
か
本
当
に
釈
放
さ
れ
る
か
と
h
d
か
今
が
正
念
場

F
A震
に

郵

一星
醤
先
H
「

新

聞

広

告

川

行

わ

れ

た

地

球

サ

ミ

ッ
ト
以

環
境
研
究
会
主
宰
)
、
堂
本
隣

川

川
角
界
且
回
目
の
誕
生
日
で
す
。
は
微
妙
。
事
な
ら
、
乙
れ
ま
向
日
U

、
私
た
唱
が
ど
れ
だ
け
の
富
す
市
民
芸
」

O
Q古
川

来

、

薬

を

雪

、

重

工

業

子

(
毒
)、
江
尻
美
穂
子
(
津

川
彼
女
は
ビ
ル
マ
@
民
主
連
で
幾
度
も
軍
事
政
権
側
の
新
た

こ
妻
子
る
の
か
で
、
状
況
が

0
・
5
・
1う

5
410

州

国

と
し
て
抱
呑
案
通
の
問
題
田
塾
大
教
授
、
G
E
N
K
I
代

盟
主
暴
力
で
率
い
た
だ
悶
で
な
法
解
釈
に
よ
っ
て
、
釈
放
が
変
わ
る
等
だ
か
色
で
す
o
ど
連
絡
先
H
「
ス
!

?

さ

川

に

つ

い

て

鱈

し

あ

っ

て

き

た
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表
)
、
司
会
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駒
野
陽
子
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白

川岡山ヰ
7
月
か
ら
整
ぎ
れ
て
い
先
番
し
に
さ
れ
て
き
た
の
で
う
か
趣
意
を
と
理
解
い
た
だ
ん
の
憲
章
め
る
一
新
聞
広
告
川
ω
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
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本
婦
人
問
題
懇
話
会
事
務
局

官
字
。
軟
禁
状
態
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ま
ま
、
彼

す
か
ら
。
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皆
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川
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日
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川

川
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の
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党
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撃
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選
挙
で
庄
一
聖
書
民
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と
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ま
で
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い
た
年
す
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ア
ム
ネ
一
ス
テ
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日
杢
文
部
内
古
川
教
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で
G
E
N
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催
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受
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靖

よF

与

古
き
良
き
都
・
ウ
ィ
ー
ン
に
、

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
「
社
会
資
本
」
を
見
た
。

.....，内?

論WI~リ~I) tll。IHのおいしさに近づいた
マイコン「まる釜Jタイプ
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開
門
別
MA
H
H
1
仕
と
品
咋
He
E
1

4
1
1
1
1
 

A
r
な
お
的
印
刷
し
、
人
々
に
愛
さ
れ
縦
し
ま
れ
て
い
ま
丈

「こ
の
術
で
は
刷
午
近
〈
も
的
に
造
ら
れ
た
施
設
が

そ
の
山
山
本
は
、
社
会
資
本
づ
〈
り
に
ぷ
術
文
化
活
動
の
視
点
が

t
り
山
」
ま
れ
て
き
た
点
に
あ
る

t
、
弘
は
川
U

い
ま
し
た
己

研
究
ル
仁
川
で
ヨ
l
ロ
ノ
パ
に
も
，K
〈
打
ん
だ
・』
と
の
あ
る
博
ト
L

が、

あ
ら
た
め

τ」
ん
な
感
銘
を
主
け
た

t
い
う
ウ
ィ
ー
ン
。

ハ朴
'り
し
を
支
え
る
機
能
刊
は
も
ち
ろ
ん
、
心
を
盟
か
に
し
て
〈
れ
る

付
加
価
仙
の
あ
る
世
会
資
本
づ
く
り
が
大
切
だ
と
教
え
て
〈
れ
る
都
市
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
蒜
ら
し
を
も
っ
と
快
適
な
ら
の
に
す
る
た
め
に
‘

社
会
の
品
位
づ
く
り
に
取
り
組
む
ク
ボ
タ
。
そ
の
官
業
領
域
は
、

l
-
F
水
道
の
パ
イ
プ
や
一
A

ポ
ン
プ
、
パ
川
7
、
地
下
鉄
な

E
の
ト
ン
ー
ザ
ル
補
強
作
、
鋼
mn杭

住
宅
建
材
、
段
業
機
械
、
コ
ミ
や
下
水
の
処
理
施
設
ま
で
、
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

別
問
u
t
を、

』
え
て
人
々
仁
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

社
会
資
本
づ
〈
り
の
お
干
伝
い
を
す
る

l
l
‘
』
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
いも

暮
ら
し
の
基
犠
づ
く
り
を
通
じ
て
、
日
本
を
元
気
に
し
た
い
ク
ボ
タ
で
丈

炉建赤ま否
地震に強い家を実現していま衣

ミサワホームは独自に開発した耐震構造て、

地震からあなたの大切な暮らしをしっかり守

るより摺頼性的高い住まいをお建てしまt

同じ土地や面積で、広くできま衣

ミサワホームは住宅募集メーカーならでは

のノウハウと独自の技情により‘扱い敷地

床面積でも広く暮りせる章をお趨てしますE

隈られた予第でも.広くできます。

ミサワホームの軍はすくれた品質とハイ・コ

ストパフォ マノスを実現した高工業化住宅

でt同じ予算でも広い軍が建てbれま主
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タイガーマイコン炊飯ジャー
〈多機能娘をたてう

.JN.J-A100・A150・A180
メーカー希望小売価格(税別)22，000円より

色柄/ホワイト(W)グレー(HN)

斑米しやすい

-唾画〉内ぷたなしふた丸洗いOK

圃咽盈〉持ち運びに便利なとつ手つき

・《重量むごはんの量に合わせて加黙時間を自動調節する

f気くばり再加黙」・く直面D保温経過時間を 1時間単位
でデジヲル表示・〈直面iDr新米コース」で新米をおいしく
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(2) 国

住

民

票

続

柄

裁

判

七

周

年

高

裁

な

ほ

れ

ば

容

器

い

o

身

体

に

な

り

れ

ば

・
」
と
オ
ウ
ム
を
た
。
女
性
は
そ
れ
な
り
の
決
心

気

を

つ

り

で

長

生

き

を

し

て

、

と

も

例

に

出

し

守

な

け

れ

を

じ

専

門

#

混

合

ひ

目

的

意

向

か

違
憲
判
決
&
上
告
報
告
集
会
で

l
i
l
l
l
i
-
-
I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
私
た
ち
は
闘
わ
な
げ
れ
ば
な
ら

ば

、

優

拐

な

人

ほ

ど

有

害

に

な

は

っ

き

P
レ
て
い
る
。
男
が
理

住
民
票
続
柄
裁
判
七
周
年
高
作
る
女
性
議
刷
、
婚
外
子
差
別
な
ど
と
結

α%

る
」
。
米
窓
口
ん
は
「
科
学
は
科
離
れ
安
ロ
女
性
が
ど
ん
ど
ん

裁

違

憲

判

決

&

よ

告

報

告

集

会

#

指

摘

す

る

。

講

演

の

後

、

判

決

の

解

説

を

メ

リ

ク
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
表
進
め
ば
い
い
。
今
、
私
た
担
の

だ

士

言

、

東

京

申

央

労

政

大

串

牟

業

後

、

落

合

さ

ん

は

弁

護

団

の

榊

原

富

士

子

さ

ん

理

一
体
。
今
は
こ
の
表
裏
が
顕
や
る
べ
き
こ
と
一迫
読
雰
ぶ
や

会
館
(
東
京
・
飯

田

橋

)

で

開

入

件

レ

た

啓

麗

で

、

女

性

の

が

、

李

局

主

張

に

つ

い

て

同

著

に

見

え

て

き

「

蒔

代

」介
暑
す
こ
と
だ
」
0

大
田
さ
ん
は

か

れ

た

。

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

ィ

と

し

て

活

躍

じ

く

福

島

瑞

穂

さ

ん

が

符

い

、

告

。

「

国

守

遺

伝
研
も
女
性
三
人
目

落
合
憲
司
喜
ん
(
往
き
が
し
て
い
た
が
、
某
週
刊
誌
が
、

辛

口

へ

の

思

い

と

決

意

を

霊

口

今

、

若

い

人

の

謡

系

離

の

教

授

が

出

た

o
十
=
一
人
申
の

「
申
奇
の
感
受
性
」
を

デ

l

マ

婚

外

子

で

あ

る

こ

と

を

記

事

に

の

田

中

寿

美

子

さ

ん

と

福

喜

多

れ

H

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

=
天
だ
か
ら
こ
れ
は
担
当
な
と

に
嬰
織
演
後
、
弁
護
団
、

原

し
た
。
「
母
と
父
と
そ
の
家
族
昇
さ
ん
が
話
し
た
。

榊
原

さ

ん

葱

菱

術

白

書

は

人

材

の

供

給

と

で

あ

る

o
科
学
の
世
界
に
男

告
の
童
E

、
会
場
の
参
加
者
の
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
は
、
判
決
の
よ
か
っ
た
と
こ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の
太
田
朋
芋
さ
や
テ
!
?
が
大
豊
E

く
変
わ
り
パ
く
分
か
れ
た
現
状
か
皇
隊
的
の
H

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ρ

を
女
性
に
女
の
別
は
な
い
。
弘
、
今
、

意
見
交
換
が
あ
っ
た
。
た
。
自
分
笠
宮
計
員
だ
っ
た
の
は
、
損
害
賠
償
梢
求
の
中
で
、
ん
H
国
立
遺
伝
学
研
究
所
教
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

(
思
考
の
枠
な
車
対
必
要
で
は
な
い
か
、
し
ぼ
る
、
い
う
時
代
に
な
っ
て
あ
ま
り
に
競
争
が
激
し
く
、
男

住
民
票
続
柄
裁
判
は
、
婚
外
に
、
な
ぜ
、
マ
ス
コ
ミ
に
自
分
違
法
だ
と
言
っ
た
こ
と
、
声
箱
授
、
第

一
回
猿
橋
賞
受
賞
者
組
ぷ
の
変
化
)
が
起
こ
っ
て
い
辛
子
大
き
な
テ
!
?
を
投
げ
い
る
が
、
「
白
本
に
も
女
件
ち
も
女
も
夜
中
ま
で
働
い
て
い

早
め
住
民
票
続
璽
鏑
記
載
が
を
切
目
立
先
巴
怨
く
て
は
な
ら
よ
で
も
問
問
か
あ
室
釘
を
刺
H
、
山
昌
詰
さ
ん
H
理
卑
d

る。

そ
ん
な
申
で
、
分
析
脊
樗
か
見
。
科
学
卓
宗
存
在
す
る
」
よ
れ
う
る
。
乙
れ
は
あ
ま
り
盤
雪
は

不
当
で
あ
る
と
し
て
七
年
前
に
な
い
の
か
。一

緒
に
怒
っ
ナ
と
し
た
、
憲
法
十
四
条
違
反
カ
と
研
究
所
士
荏
研
究
員
へ
黒
田
徴
と
し
て
き
た
近
代
撃
は
総
事
パ
号
ス
ト
た
ち
の
専
と
と
が
穂
署
で
や
っ
と
認
知
い
え
な
い
」
0

提
訴
、
去
る
三
月
二
十
二
日に、

れ
る
母
一
塑
っ
た
ら
ド
+
か
っ
た
れ
た
一
示
だ
と
詰
し
、

一方
、
玲
言
ん
H
東
大
教
授
、
第
こ
ロ
へ
、
そ
し
て
専
門
毎
に
細
か
門
分
野
で
の
ρ
新
し
い
サ
草
さ
れ
た
雇

。
女
性
望
者
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、

詰
持
「
鵠
諸
民
監
勾
言
語
紅
駐
日
露
監
時
間
抑
制
連
ド
話
料
摂
刊
誌
河
川
弔
問
的
軒
目
話
一
一
号
司

退

け

る

」

と

い

う

量

君

主

道

と

い

-

コ

も

の

に

量

な

宮

、

号

室

し

は

、

科

技

日

重

要

議

員

H

の

四

!

;

ど

り

、

富

島

が

一

般

に

認

の

ス

タ

y
フ
に
な
っ
語
に

一
也
紀
へ
の
ろ
セ
l
ジ
は

E
た
ば
か
り
。
墜

5
5っ
き

に

な

っ

と

重

量

の

電

憲

法

違

人

菜

室

主

ん

H

Z

i

引

っ

~

費
て
い
な
い

Eに
つ

い

い

い

害

者
。
し

E」
「
生
命
の
す
ば
ら
し
さ
の
共

と

差

益

と

し

て

先

頃

、

「

ら

を

遣

い

喜

さ

反

と

し

な

が

ら

、

悪

事

重

夫

教

授

、

第

四

5
3
M
f
j泌総
i
l
て
、
「
罪
者
自
宗

一般
の
こ
に
来
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
有
」
(
号
、
「
望
室

、

符持
婚
し
M

謡

、

て

め

て

い

る

。

づ

い

た

。

遣

い

か

皇

ぴ

合

う

し

、

条

約

を

真

正

面

か

ら

叡

っ

米

沢

さ

ん

は

、

し

ま

、

科

学

別
行

ua繋
暢
了
一

u」
(
黒
田
、
川
合
)
、
「
基
ス
ト
力
ふ
え
な
い
。
先
日
の
新
日
合
)
記
球
環
境
、
a
八
類

落
語
さ
ん
は
、
自
主
費
豪
雪
」毒
し
た
」
て
い
な
い
」
と
言
つ
o
福

島

さ

害

長

案

事

、

方

法

論

じ

j
L議
礎
的
な
乙
と
は
高
校
レ
ベ
ル
で
聞
に
、
医
学
部
霊
安
子
学
幸
せ
に
科
学
一
需
の
貢
献
」

子

で

あ

り

、

同

覇

で

控

訴

審

と

雪

ん

2皇
室
主
言
っ
て

t
M刷

物

z

i
j
jむ

も
っ
き
E
Z
」
と
生
が
ふ
え
半
数
に
迫
っ
て

き

章

、

「脳
と
生
命
の
襲

の
証
人
と
し
て
発
言
し
て
い
落
合
さ
ん
は
裁
判
の
証
言

い
な
い
点
に
つ
い
て
「
国
際

、

ぜ

i

長

z
r
!人
ヅ

が
必
要
烹
は
な
い
か
」
(太
た
。
と
れ
詰
々
し
き
こ
毒
の
解
明
へ
の
発
展
」
(
太

2
5、
費

量

て

十
八
歳
露
に
普
い
た
作
人
事
約
の
B
規
約
で
は
、
l

じ

遁

壊

危

ヲ

義

援

田

)

な

4
5研究
か
の
で
男
高
定
員
裏
切
る
、
回
)
O

引詮号持詩引吋開終誤E叫鮎計詰打ドむγιれ
自量箸『冨あな芝「た」爪量崖で喜は謬で喜苦きさき=ミさ

E『
ご

EC
吉之とえ。子Eyど喜」包も星+罪+主抗

iと忠い
22」嘉
言言

?児

い

口

句

閥

麟

汁

創

吋迄怠肘疋崎

吋

φ
1!!@jJ持精
抑吋!
L

張警さん定は

ι一草弱
い
お
の
か
、
と

Cいドい
R5」。
黒?
イ
ム
毒
を
つ

2く6り、
ミ

5ク名ロ
貫

な
い
』
の
申
の
文
聖
雲
z占
高
引
用
て
か
ち
、
社
会
の
枠
の
中
に
竪E口
昂
の
回
中
さ
ん
は
、
違
憲

.

.

.
 帽

m
v採

さ
米
j

四
一
gh
J
i

学
技
響
，
割
は
、
ま
ず
立
田
さ
ん
は
「
研
究
に
弐
た
か
ら
つ
め
て
、
大
き
な
延
命
H

に

じ

ι号フ
ル

が

民

医

む

持

品

川

向

日

詰

時

閣

門

町

i
仲間畑
一腕
部
位
、
話
嬰
詩
上
院
長
韓
民
か
れ
駐
日
刊
の

7
s且

'
Aその
一
章
容
出
生
届
で
、
の
成
果
は
撞
し
い
が
、
違
憲
一

=
=
=
=
E
z
i
=一三一三
Z
E
E-===
一三
=皇室=三三=====三

ドモ三aが主る;女性差別を指摘l

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
の
時
代

ノt

〈火曜日〉

女
性
科
学
者
が
役
割
と
夢
を
語
る

落合恵子さんが「生命の感受性」を講演

川

在

望

者

に
贈
色
れ
る
「
猿
要

」
章
十
五
周
雲
記
念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
十
一
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
川

叫
聞
か
れ
た
(
員
皆
、
霞
ヶ
関
ピ
ル
)。
い
ま
、
科
学
は
埜
苓
ぎ
い
う
役
割
き
た
し
て
い
る
か
、
ぞ
し
て
包
紀
山

川
へ
{
間
口
玄
何
が
で
き
る
か
、
ど
ん
な
夢
を
託
し
た
い
か
。ホ
ッ
ト
な
一
チ
!
?
を
い
ま
語
曜
申

φ
革
椅
学
賞
告
が
語
り
あ
っ
た
0

川

1995年 5月 30日

ぷ輩記合り実証雲行必
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日米女性環境フォーラム

一

川

酬

の

問

題

や

晶

後

の

探

題

に

つ

い

発

言
は
「ア
メ
リ
カ
か
ら
ダ

山

酬

て

話

レ

あ

っ

「

日

米

女

性

環

境

イ

ア

ン

・
デ
ィ
ロ
ン

・リ
ッ
ジ

川

川

フ

ォ

ー

ラ

ム

列

世

紀

に

健

康

リ

l

(

人

橋

擁

護

活

断

蒙

・

開

川

酬

な

地

球

を

f
」
宇
w且
月
ω
日
ω
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
、
ス
l

一
6
3日
に

軟

禁

の

ま

ま

切

歳

に

主

護

法

…

詩

型

行

町

長

主

体

制

川

川
品
目
:
ヒ
ル
マ
の
「
良
ま
充
。
た
。
今
年
は
新
聞
に
意
見
広
告

7
1品
)

。

州

(

小

臼

急

・書
橋
下
車
)
で
ト
リ
シ
ア
・
ワ
l
ク
(
オ
lド

川
心
の
囚
人
心
ア
ウ
ン
サ
ン
:
報
道
に
よ
れ
ば
要
量
二
白
玉
め
に

「市

民

室

」

不

都

合

が

な

い

か

ぎ

り

、

関

川

雪

。

パ

ン

ソ

サ

エ

テ

ィ

人

口

資
源
部

川
ス
l
・
チ
ム
ヤ
ん
は
、
自
量
級
は
今
年
の
7
月

日

日

ま

で

の

宇

結

成

、

憲

章

一

め

る

と

と

何

者

氏

名

義

面

に

掲

堅

吾

川

W

O

R

L

D

W
I
D
E
と
き
さ
ん
。

川
禁
2
5
+
お
歳
の
誕
生
日
量
「
見
通
し
」
で
す
。
レ
か
し
、
に
主
し
た
。
て
い
た
だ
き
ま
す
0

川

G
E
N
K
I
は
、
撃
リ
オ
で
日
本
か
ら
田
中
優

(
金
融
と

川
え
事
。
自
由
を
導
わ
れ
て
か
本
当
に
釈
放
さ
れ
る
か
と
h
d
か
今
が
正
念
場

F
A震
に

郵

一星
醤
先
H
「

新

聞

広

告

川

行

わ

れ

た

地

球

サ

ミ

ッ
ト
以

環
境
研
究
会
主
宰
)
、
堂
本
隣

川

川
角
界
且
回
目
の
誕
生
日
で
す
。
は
微
妙
。
事
な
ら
、
乙
れ
ま
向
日
U

、
私
た
唱
が
ど
れ
だ
け
の
富
す
市
民
芸
」

O
Q古
川

来

、

薬

を

雪

、

重

工

業

子

(
毒
)、
江
尻
美
穂
子
(
津

川
彼
女
は
ビ
ル
マ
@
民
主
連
で
幾
度
も
軍
事
政
権
側
の
新
た

こ
妻
子
る
の
か
で
、
状
況
が

0
・
5
・
1う

5
410

州

国

と
し
て
抱
呑
案
通
の
問
題
田
塾
大
教
授
、
G
E
N
K
I
代

盟
主
暴
力
で
率
い
た
だ
悶
で
な
法
解
釈
に
よ
っ
て
、
釈
放
が
変
わ
る
等
だ
か
色
で
す
o
ど
連
絡
先
H
「
ス
!

?

さ

川

に

つ

い

て

鱈

し

あ

っ

て

き

た

。

表
)
、
司
会
・
駒
野
陽
子
(
白

川岡山ヰ
7
月
か
ら
整
ぎ
れ
て
い
先
番
し
に
さ
れ
て
き
た
の
で
う
か
趣
意
を
と
理
解
い
た
だ
ん
の
憲
章
め
る
一
新
聞
広
告
川
ω
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

6
本
婦
人
問
題
懇
話
会
事
務
局

官
字
。
軟
禁
状
態
の
ま
ま
、
彼

す
か
ら
。

。

き
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
顧
#
白
す
市
民

2E」
事
務
局
H

川

月

3、

4
日
埼
弔
あ
国
立
婦
人
畏
)さ
ん
。

川

川
女
の
政
党
は
撃
の
一
選
挙
で
庄
一
聖
書
民
ば
、
と
れ
ま
で
い
い
た
年
す
。
ア
ム
ネ
一
ス
テ
ィ
日
杢
文
部
内
古
川
教
育
会
館
で
G
E
N
K
よ
責
参
加
賀

130円
、
申

川

白

川勝
レ
ま
し
た
が
、
勝
利
し
「
掬
毎
年
阜
月

同

日

に

さ

ま

ざ

吉

宏

o

m

-

3

ワロ
3
・
1
6R
6
/
川
地
球
環
視
、
喜
連
絡
会
(
G
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
シ
ン
ポ
込
み
G
E
N
K
l

一T
m千

百
代
表
者
は
強
比
さ
れ
、
今
で
催
、
差
通
し
て
ス
l
・
チ
よ
己
媒
体
日
朝
日
薪
間
6
月
凶
出
F
A
X
ω
・

9
右目

-BI
川
E
N
K
I
〕
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ウ
ム
を
受
け
て
、

一般
公
開
代
田
区
九
段
南
4
1
8
1
8
日

官
政
権
の
委
理
語
れ
て
い
ん
の
釈
放
を
求
め
て
き
ま
し
側
朝
刊
(
関
東
地
域
〉
を
霊

01(雪
-
塁
、

石
川
)
川
女
性
、
環
境

4
0・
W
O
R
で
詰
れ
る
。

塁

手

っ

す
W
C
A
会
開
に
蓄
か

一三
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=
=
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一
三
三
三
=
一
三
=
=
=
宣
言
一
言
三
三
三
一
三
=川
L
D
W
I
D
E
か
ら
環
境
問
が
発
言
、
こ
れ
#
受
切
で
一
参
加
F
a
x
m
・3
つ
8
5、
6
5

-

川

附

t瞳
鵬
嗣
閣
間
回
目
前
掃
討
日
誌
岩
懇
少
し
鴨
川
口
1
J
L錦

町

長

三

四

時

器

問

主

鞍

討

す

で

き

る

軒

詩

吟

あ

由

丑

醐

い

う

お

そ

内

山

繭

関

…

…

…

て

ど

…

島

町
札
町
議

定

ど

創

刊

且

-

重

E

o

-

-

i

i

E

E

医
院
医
院
院
i

=一
一一三
一一一芸
ZE
--z
=

白
E
翻

H

平

炉

と

委

主

2
3コと
ア
ロ
ン
ク
川

怖を

人

夏

、

没

レ

船

籍

PP

川

崎

三
室
き
、
ヨ
ソ
の
流

酬

酬

酬

酬

酬

酬

酬

剛

酬

酬

酬

酬

一
開
園

4
一

軒

町

、

日

計

五

日

間

号

時

間

織

明

狐

蹴

労

感

銘

糊

…

…

一

向

山

一

と
一
前
打
同
村
山

州

四

刷

酬

酬

酬

剛

糊

酬

叫

酬

開
祖
バ
説
話
堅
持
訪
問
騒

d

担

ぷ

丸
一視野良一

冊
目
剛
順
冊

目醐

J
i自と
i
i
i
i納
期

誌

究
J

1
戸

長

寸

ジ

ノ

-急
記
事

2
2
5

多
彩
な
企
画
の
女
の
集
い

昭
一
盟
川
町
出

r
u骨
札
君
臨
時
思
一
器
官
6

嗣
叩
間
京へい信組

釦
圏
三
週
言
副
長
売
品
輸購
軒
目
告
さ
住
所
建
一
言
語
1

抑制

3
2
2
2
2
H

リ
白
岡
三
日
長
時
ま
き
耕
三
時
恥
じ
ツ
会
話
宅
一
瓶
詰
諸
島
u

夕
刊
鵠
略
説
明
韓
日
議
長
許
諾
て
同
時

tNi

p-羽舗は
『さ
よ
な
ち
カ
パ
く
ん
』

喜

多

ル
ト
ウ
ー
ル
置
&
F
川

九

い

め

量

殺

を

つ

く

る

さ

顧

つ
い
。
情
報
毒
た
い
と
患
っ
て
き
、
マ
在
施
設
の
い
ま
V
宮

!

?

馬

県

女

性

会

議

、

さ

ん

ち

。

習

「ア
イ
ヨ
工
事
犬
)

婦
司
君
閥
抗
何
龍
王
ぢ
;
3
1
4山
仁三
た
切
結
鉱
山
拾
い
は
肺
訴
訟
諸
諸
経
常
諸
許
認
ン
副
書
町
長
じ
い
組
問
問

J

開
U
副

防

き

た

ま

E
E自
室

川

内総
陥

燃

D

ぅ

。

一

年

に

一

度

三

ぃ

、

発

意

ち

「

月

刊

装

警

」

と

寝

室

o

Z

兵

て

れ

る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
塞
富
」
0

穫

量
」
、
出
演
は
盟
鶴
英

国

一

四

回

地

震

周

囲

B
hr警護
草

川

総

プ

哨

B

Z差
。

い

っ

た

専

門

の

雑

誌

替

、

美

雪

量

来

年
-尻

島

暴

言

オ

l
プ
ビ
デ
オ
を

3茶
室
み
な
ほ
か
。
こ
の
ほ
か
全
日
程
童

一
園
田
島
幽
聞
、

聞
圃
想
画
鳳
圃
圃
融
酔
除
問
鮒

バ

翠

川

諮

問
問
H

取
l

い
ま
、
各
地
で
女
性
セ
ン
疑
問
宣
言
主
で
き
る
と
円
発
行
の
予
一
号
、
女
性
施
酬
-
一
ン
グ
o
辺
自
分
か
ら
「
H

宮
、
ゲ
ス
ト
の
講
師
と
、
料
し
、
ロ
ビ
l
で
写
真
コ
ン
テ
ス

金
田
闘
い
欄
臨
調
韓
併
畿
一一
一
総
璽
女
主
信
号
r詰
問

問

組

員

滝

川

野

草

一

一

立

終

結

汚

と

、

占

有

芸

展

一容

一
聞

羽

刷

美

司

錨

河

i
鵡
鱒
m
l
d機
一

川

議

幾

Zあ
り
、
ま
だ
±
蓄
え
る
と
い
う
わ
け
で
、
量
的
な

みんなのページです。書いたいことや、知らせたい

ことがあったら、ど九どん投稿して下さい。
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靖

よF

与

古
き
良
き
都
・
ウ
ィ
ー
ン
に
、

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
「
社
会
資
本
」
を
見
た
。

.....，内?

論WI~リ~I) tll。IHのおいしさに近づいた
マイコン「まる釜Jタイプ

[亙TIGER

開
門
別
MA
H
H
1
仕
と
品
咋
He
E
1

4
1
1
1
1
 

A
r
な
お
的
印
刷
し
、
人
々
に
愛
さ
れ
縦
し
ま
れ
て
い
ま
丈

「こ
の
術
で
は
刷
午
近
〈
も
的
に
造
ら
れ
た
施
設
が

そ
の
山
山
本
は
、
社
会
資
本
づ
〈
り
に
ぷ
術
文
化
活
動
の
視
点
が

t
り
山
」
ま
れ
て
き
た
点
に
あ
る

t
、
弘
は
川
U

い
ま
し
た
己

研
究
ル
仁
川
で
ヨ
l
ロ
ノ
パ
に
も
，K
〈
打
ん
だ
・』
と
の
あ
る
博
ト
L

が、

あ
ら
た
め

τ」
ん
な
感
銘
を
主
け
た

t
い
う
ウ
ィ
ー
ン
。

ハ朴
'り
し
を
支
え
る
機
能
刊
は
も
ち
ろ
ん
、
心
を
盟
か
に
し
て
〈
れ
る

付
加
価
仙
の
あ
る
世
会
資
本
づ
く
り
が
大
切
だ
と
教
え
て
〈
れ
る
都
市
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
蒜
ら
し
を
も
っ
と
快
適
な
ら
の
に
す
る
た
め
に
‘

社
会
の
品
位
づ
く
り
に
取
り
組
む
ク
ボ
タ
。
そ
の
官
業
領
域
は
、

l
-
F
水
道
の
パ
イ
プ
や
一
A

ポ
ン
プ
、
パ
川
7
、
地
下
鉄
な

E
の
ト
ン
ー
ザ
ル
補
強
作
、
鋼
mn杭

住
宅
建
材
、
段
業
機
械
、
コ
ミ
や
下
水
の
処
理
施
設
ま
で
、
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

別
問
u
t
を、

』
え
て
人
々
仁
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

社
会
資
本
づ
〈
り
の
お
干
伝
い
を
す
る

l
l
‘
』
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
いも

暮
ら
し
の
基
犠
づ
く
り
を
通
じ
て
、
日
本
を
元
気
に
し
た
い
ク
ボ
タ
で
丈

炉建赤ま否
地震に強い家を実現していま衣

ミサワホームは独自に開発した耐震構造て、

地震からあなたの大切な暮らしをしっかり守

るより摺頼性的高い住まいをお建てしまt

同じ土地や面積で、広くできま衣

ミサワホームは住宅募集メーカーならでは

のノウハウと独自の技情により‘扱い敷地

床面積でも広く暮りせる章をお趨てしますE

隈られた予第でも.広くできます。

ミサワホームの軍はすくれた品質とハイ・コ

ストパフォ マノスを実現した高工業化住宅

でt同じ予算でも広い軍が建てbれま主

.---/) 
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ごはんをほぐしやすく、よそい
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「まる釜Jです。
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メーカー希望小売価格(税別)22，000円より

色柄/ホワイト(W)グレー(HN)
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一
方
、
少
子
化
か
進
む
英
国
お
ば
あ
さ
ん
の
形
態
を
現
地
の

や
日
本
の
現
状
:・
。
三
組
に
一
言
葉
で
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
た
エ

組
が
離
婚
す
る
と
い
う
英
国
で
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
は
、
公
演
の
数

は
、
老
後
を

一
人
ぼ
っ
ち
で
過
週
間
一
円
札
参
加
。
ぎ
た
、
イ
ン

「与
9
女
性
の
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ド
会
圭
に
五
年
間
ア
ジ
ア
房
設

ッ
プ
さ
れ
る
。
統
計
や
笑
い
を
盟
後
、
グ
ラ
ナ
ダ
大
で
ス
ペ
イ

リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ウ
ォ
l
・
オ
ガ
混
じ
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
ン
語
を
習
得
。
最
近
ま
で
故
郷

ノ
さ
ん
、
日
本
の
斎
藤
由
美
子
女
性
を
巡
る
状
況
や
、
違
い
が
の
栃
木
県
・
今
市
市
役
所
で
国

さ
ん
、
一
二
人
の
女
性
が
英
語
と
見
え
て
く
る
と
い
司
任
組
み
。

際
交
流
の
筆
を
し
て
い
た
と

日
本
語
で
演
じ
る
の
は
「
い
ま
劇
の
あ
と
の
デ
イ
ス
カ
ッ
い
う
目
撃
さ
ん
は
、
「
劇
団

ま
で
知
り
た
か
っ
た
け
ど
、
聞
シ
ョ
ン
は
、
も
う
一
つ
の
μ
自
を
呼
び
た
い
」
と
コ
ン
タ
ク
ト

け
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
の
す
べ
手

。
今
度
は
「
異
性
愛
者
の
し
た
と
と
主
C

っ
か
け
で
、
語

ペ
ラ
座
玄
ア
ィ
レ
ク
タ
l
義
て
」
と
題
し
た
、
創

臨

。

五

O
M
W
が
、
避
妊
臭
事
わ
な
学
力
や
業
費
H

を
買
わ
れ

め
る
友
人
ら
二
十
へ
か
ボ
ラ
ン

-

人
口
問
題
や
性
教
育
、
働
く
い
の
は
な
ぜ
か
?
」
な
ど
の
質
て
、
迎
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
。

テ
ィ
ア
で
加
わ
り
、
ス
タ
ー
ト
女
性
、
老
人
問
題
な
ど
を
題
材
聞
か
、
参
加
者
に
投
げ
か
包
八
月
、
北
京
で
の
N
G
O女

し

た

。

に

、

あ

A
5じ
め
十
六
の
設
問
れ
る
。
「
観
客
は
パ
フ
ォ

i
マ
性
会
識
に
も
、
パ
フ
ォ
l
マ
ン

英
国
南
部
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
を
を
用
意
。
参
加
卓
宗
読
安
母
ン
ス
の
中
心
的
復
劃
を
担
う
。
ス
で
参
加
予
定
。
最
も
頭
を
痛

本
拠
地
に
、
ア
フ
リ
カ
、
欧
る
質
問
に
答
え
る
形
で
、
オ
ム
そ
と
で
発
生
す
る
デ
イ
ス
カ
y

め
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー

米
、
ア
ジ
ア
な
ど
、
こ
れ
ま
で
ニ
パ
ス
形
式
の
劇
が
進
行
す
シ
ョ
ン
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
目
探
し
で
、
「
劇
団
の
考
え
方
を

十
数
カ
国
を
回
っ
た
。
パ
る
。
的
な
の
で
す
」
と
、
ミ
シ
ェ
ル
理
解
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

フ
ォ
1
マ
ン
ス
と
い
う
手
法
ケ
ニ
ア
の
女
性
が
望
む
理
想
さ
ん
。
る
ス
ポ
ン
サ
ー
が
い
た
ら
大
変

で
、
言
語
や
人
種
、
宗
教
を
超
的
な
子
ど
も
の
数
は
五
l
六
英
語
の
台
本
が
、
軍
終
的
に
う
れ
し
い
」
と
言
う
。

品
唱
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
量
る
と
と
人
。
が
、
奈
男
の
子
を
望
む
出
至
っ
た
の
が
、
来
日
の
ニ
劇
団
名
の
「
パ
ス
・
パ
1
ル

汗

が
信
条
。
宍
事
故
で
大
勢
の
た
め
、
次
々
と
短
か
い
間
隔
で
旦
刷
。
が
、
よ
り
深
く
理
解
し
ト
ゥ
」
は
、
仏
語
で
「
マ
ス

胡

〈
蓄
が
落
と
し
て
い
『
穿
1

子
ど
を
茎
む
女
性
も
多
い
。

て
ほ
し
い
と
、
日
本
葬
撮
り
タ
!
キ
l
」
の
意
味
。
「
す

l
h

ナ
で
は
、
ガ
l
ナ
人
を
合
め
た
避
妊
に
コ
ン
ド
l
ム
を
使
う
の
混
ぜ
た
。
非
営
利
団
体
な
の
べ
て
に
適
用
す
忍
鍵
(
か
ぎ
)

V

士
一
へ
が
チ
1
ム
を
組
み
、
一
一
は
毒
婦
H

と
の
認
識
が
根
で
、
専
属
俳
優
は
置
か
ず
、
そ
で
、
世
界
宮
人
た
ち
り
お

い)

班
に
分
か
れ
て
国
中
を
回
り
強
く
、
女
性
の
身
体
に
負
担
を
の
ど
き
ど
き
に
グ
ス
カ
ウ
ト
H

ド
ア
を
開
貯
た
い
」
と
い
う
思

:

「
交
通
安
全
」
を
訴
え
た
。
伝

か

け

て

い

る

。

す

る

方

針

。
今
回
、
ケ
ニ
ア
の
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ペ
統
的
文
差
取
り
入
れ
る
と
と
【

Z
Z
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

言

明

時

元

旦

一

位

一

駐

三

げ

刈

羽

創

劃

』

権

益

一
日
」
一
点
一
時
・
話
回
闘

し

ん

は

言

う

。

一

!

』

三

一

一一一一三-ニ一一

「
風
と
土
と
光
と
と
も
に
」

か

日
本
で
の
公
演
は
、
七
旦

つ
川

ilH-
望
原
名
所
が
描
い
た
風
景
画
約
唄
:
・寺
井
一
遇
、
コ
ー
ラ
ス
・
:

一

一
6

月
一

、

左

目

。
今
回

「
女
性
問
寧
乞
テ
l
一

F
h
l
l
u」
閃
点
と
清
親
カ
参
考
に
し
た
「
い
の
ち
輝
貯
」
合
唱
団
、
ピ

マ
に
」
と
、
家
族
計
画
国
際
協
一
玄
「
貰
韻
小
称
清
親
か
と
さ
れ
る
明
治
の
写
真
家

・
下
ア
ノ
・
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
:
吉

力
財
団
の
要
請
で
実
現
υた
。
一

見
た
東
京

岡
蓮
杖
と
そ
の
一
派
が
撮
影
レ
村
洋
二
、
ピ
ア
ノ
:
・岩
瀬
明

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
、
ケ
ニ
ア
の
エ
一

l
日
附
l
お
日
岡
山
時
加
分
た
璽
尽
風
策
の
写
真
を
雇
示
子
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
:・脇
屋
朋

========三========三一三三三=============-=====三========三三=======一一一

l
門
時
叩
分
浮
世
絵
太
田
記
大
人
間
円
、
大

・
高
生
側
円
、
子
前
売
り
・
指
定

3boo

醸
醸
醸
盤
轟
轟
轟
輔
頼
醸
醸
醐
醐
醐
醐

同
冊
子
は
A
四
判
、
八
ぺ
i
一
念
美
術
館
喜
朗
に
活
躍
し
中
学
生
別
円
、
小
学
生
川
円
円
、
自
由
3
0
0
0円
、
小

・

襲

撃

艶

襲

撃

白

醐

融

協

昭

輔

麟

ジ。

A
T
車
に
特
有
な
事
故
の
一
た
援
の
浮
世
絵
師
H

小
林
※
団
体
割
引
有
問
合
せ
:・
間
中
生

?noo円
(
当
日
、
別

関

官

主

制

打

許

諾

時

伝

一

票

明

治

手

話

頃

の

清

書

3
j
o
閥
抗
、
立
訟

凶
日
本
損
害
保
護
会
(
河

A
T
車
の
製
口
は
七
六
悌
(
問
る
o

V
戦
誌
周
年
記
念
・
ピ
ィ
側

-
k
f
-
Q
0
6
υ
(津

野
俊
二
会
長
)
'
山
崎
(ク
宍
通
安
全
年
度
)
。

A
T
車
特
有
の
事
故
希
望
者
は
郵
送
料
の

一
部
と

ク
チ
ュ
ア
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

田
)
、

宮
附
・
4
《

g
-R
U

小
冊
子
「

A

T
車
の
安
全
の
大
半
は
霊
ミ
ス
で
、
ア
ク
レ
て
切
手
代
二
百
七
十
円
高

ス
ル
ビ
ン

・
程
紀
へ
の
レ

16
(斉
藤
)

な
乗
り
方
」
を
作
成
、
希
望
者
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
遣
い
封
、

一T
山
寸
代
田
区
神
田
淡
路

ク
イ
エ
ム
」

V
フ
ィ
ぺ
ル
ド
ワ
ー
ク
6
・

に
配
布
し
て
い
る
。

や
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
込
み
が
甘
向
町
一
一
|
九
凶
日
本
損
害
保
険

6
日
例
目
時
叩
分
岩
波
シ
け
立
川
防
災
基
庖

凶
日
本
自
動
車
工
業
会
な
ど
い
こ
と
が
慎
一
姻
o-
重
一
時
の
事
受
E

「
安
全
産
術
部
」
ま
で
。

ネ

サ
ロ
ン
(
地

・
神
保
町
す
日
日
間
四
時
市
駅
北
口

の
調
査
に
よ
る
と
、
普
通
一
乗
用
故
比
率
が

M
T車
よ

り

高

い

六

月

末

日

間

印

有

効

。

ぐ

)

桧

:・
富
山
妙
子
音
楽
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
上
に
億
答

(4 ) 

「
百
聞
は
ー一一~

見
に
し
か
ず
」

〈火曜日〉

観
客
に
質
問
を

投
げ
か
け
な
が
ら

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「パス・パールトゥ教育劇団Jが来日、全国各地で公演

貧
困
、
人
権
、
環
境
な
ど
地
球
規
模
の
問
題
に
焦
点
を
揺
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
切
舟
界
表
面
る
、
英
国
の
「
パ
ス
・
パ

l
ル
ト
ゥ
教
育
劇
団
」
が
来
日
、
六
月

三
日
ま
で
各
地
で
公
演
中
だ
。
十
九
日
、
璽
京
・
せ
た
が
や
女
性
セ
ン
タ
ー
・
、
h
dふ、

2
9の

「
イ
ベ
ン
ト
&
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
講
座
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
公
演
で
は
、
か
観
客
参

加
。
の
種
明
か
新
鮮
で
、
者
責
凡
ち
の
盟
S
寿
町
貯
蓄
し
弓

1995年 5月 30日

今
回
は
「
女
性
問
題
」
が
テ
ー
マ

「
パ
ス
・
パ
l
ル
ト
ゥ
教
育
義
だ
ゅ
で
は
身
に
付
か
な
い
。

劇
団
」
の
創
立
は

一
九
八
五
霊
巳
く
な
く
、
も
っ
シ
旨
然

年
。
今
回
来
日
中
の
演
出
家
で
に
体
得
す
る
方
法
が
な
い
も
の

代
表
を
務
め
る
ミ
シ
ェ
ル

・
ヤ
か
」
と
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

ン
グ
さ
ん
ら
が
、
「
教
育
は
講
注
目
。
英
の
一
美
術
館
や
仏
の
オ

安売r./'、来斤降胃国~ 

b
p
 

・--噌4
・
e' 

;，，，> 

言
葉
の
密
裏
趨
、
ぇ
、
分
か
ち
あ
う
の
が
信
条

(「
ら
ぶ
ら
ず
」
で
)

z'duads 

工
夫
し
ま
す
と
、
意
外
に
調
よ
新
粉
:・刊
8
、
砂
糖
:
・
ル
ダ
モ
ン
:
小
さ
じ
凶
、
ナ

和
が
取
れ
る
こ
と
に
気
っ
き
印
g
、
大
和
芋
・:
叩
g
、

ツ

メ

グ

:・
小
さ
じ
M

件
、
パ

ま
す
。

【
飽
材
料
】

タ
l
・:
小
さ
じ
l
)

い
ろ
い
ろ
な
飽
に
チ
ャ
レ
ポ
テ
ト
・
:
川

g
、
砂
糖

【
住
め
元
】

ン
ジ
し
、
自
分
な
り
に
工
夫

:
・

mg、
(
緑
飽
H
抹

茶

①

二

色
館
を
作
る

(
宮
小

し
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ

・:.
小
さ
じ
l
、
シ
ナ
モ
ン
・
:

テ
ト
は
ゆ
で
て
熱
い
、

2
0に

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ぅ
。

小
さ
じ
川
目
、
ォ
1
ル
ス
パ
イ
皮
を
と
り
、
謹
と
し
す
る
。

紅
茶
と
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
ミ
〈
ス
パ
イ
ス
入

2
公
ア
ト

ス
:
小
さ
じ
始
、
パ
タ
l
:
・

9
小テ
ト
と
砂
糖
窒
尋
分

ス
マ
ッ
チ
と
思
う
人
も
い
る

館
手
ん
じ
ゅ
う
〉

小
さ
じ
l
、
黄
色
飽
H
タ
1

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鍋
に
入

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
飽
を

【
材
料
】

(叩
個
分
)

メ

リ
ッ
ク
・:小
さ
じ
比
、
カ
れ
、

一方
に
緑
飽
の
ス
パ
イ

困
問
問
闇
咽
嗣
四
附
側
同

ま
ん
じ
ゅ
う
を
ス
パ
イ
ス
で
ア
レ
ン
ジ

ス
、
も
つ
一
つ
に
は
黄
缶
揺

の
ス
パ
イ
ス
を
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
練
り
上
げ
、
火
を
ヰ
め

る
直
前
に
バ
タ
ー
を
加
え
ひ

と
混
ぜ
し
、
各
5
個
ず
つ
に

丸
め
る
)
。

③
小
ウ
ル
に
ト
薪
粉
と
砂

糖
を
合
わ
せ

一
緒
に
ふ
る

-っ
。③穴
和
芋
は
皮
を
む
き
、

酢
水
に
叩
分
ほ
ど
つ
り
、
お

ろ
し
金
で
お
ろ
し
、
文
民
疋

砂171‘

(第3種郵便物館可)

H

芋
ん
じ
ゅ
、

P
と
い
う

言
葉
の
醤
き
は
、
日
本
人
に

と
っ
て
、
懐
か
し
さ
、
履
か

さ
彩
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
日
本
食
は
今
や
国

際
的
に
親
し
ま
れ
、
注
目
さ

れ
る
喜
つ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
乙
で
、
こ
の
μ
ま
ん
じ
ゅ

う
H

を
、
ス
パ
イ
ス
で
ア
レ

ン
ジ
し
、
国
際
感
覚
で
迫
つ

かわりあんのまんじゅうのでき上がり

第 1098号

す
り
鉢
で
す
る
。

白
あ
あ
ボ
ウ
ル
に
@
乞
人

れ
、
手
で
も
み
込
む
よ
う
に

し
て
、
理
ぜ
て
い
く
。

命
種
は
、
耳
た
ぶ
よ
り
少

し
や
わ
ら
く
仕
上
げ
辺
守
分

し
丸
め
て
お
く
。

⑤
左
の
手
の
ひ
ら
に
事
乞

乗
せ
、
軽
く
押
さ
え
て
平
ち

に
し
、
ピ
ン
ポ
ン
弔
天
に
丸

め
た
飽
を
乗
せ
、
包
み
込
む

よ
う
に
し
て
丸
め
、
底
に

ク
ッ
キ
ン
グ
シ
l
ト
を
敷

く。
⑦
湯
気
の
上
が
っ
た
蒸
し

器
で
、
弱
火
で
叩
i
日
分
蒸

す
。(ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ま
ん
じ
ゅ
う
の
館
を
い
ろ

い
ろ
変
-
え
て
み
る
と
面
白
い

も
の
で
す
。
飽
の
素
材
と
の

相
性
で
、
使
用
す
る
ス
パ
イ

ス
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ

、っ
。(資
組
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

一

家
庭
割
増
研
究
所
/
料
理
宿
=

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

=

歯
を
守
る
た
め
に
誰
も
が
で
き
る
こ
と
、

ブ
ラ
l
ク
コ
ン
ト
ロ

P
Cク
リ
-
一カで、

... 
11"'1":・‘~

_.~ 

--D ，・・E

~にr

・~..‘ I
1(;.・~

E・E・I

6間一10日同の衛生週間一 一一|

山

P
T
A
，
J
V
 

-
P
Cク
リ
ニ
カ
は
歯
の
一
本
一
本
の
歯
垢
(
プ
ラ
l
ク
)
を
し
っ
か
り
落
と
す
た
め
に

生
ま
れ
た
ハ
ミ
ガ
キ
と
ハ
フ
ラ
‘
ン
。
ハ
ミ
ガ
キ
は
酵
素
の
力
で
歯
垢
を
分
解
。

ハ
ブ
ラ
シ
は
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
お
ロ
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
歯
垢
除
去
設
計
で
す
。

ー長範明艶1
堅塁翠璽~

LION 

歯
を
守
る
の
は
、
あ
な
た
の
歯
磨
き
と

歯
医
者
さ
ん
で
の
定
期
健
診
で
す
。
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3
永
久
歯
に
生
え
か
わ
る
凹
凸
の
あ
る
歯
並
び
用

-
乳
児
や
幼
児
の
た
め
の
仕
上
げ
み
が
き
用

国際歯科連盟
Federation Dental International 

一一一シ歯予防[薬用ミ桝ブ矧

賛助商品

・PCクリニカは、
国際歯科連盟の賛助商品です二

一
方
、
少
子
化
か
進
む
英
国
お
ば
あ
さ
ん
の
形
態
を
現
地
の

や
日
本
の
現
状
:・
。
三
組
に
一
言
葉
で
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
た
エ

組
が
離
婚
す
る
と
い
う
英
国
で
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
は
、
公
演
の
数

は
、
老
後
を

一
人
ぼ
っ
ち
で
過
週
間
一
円
札
参
加
。
ぎ
た
、
イ
ン

「与
9
女
性
の
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ド
会
圭
に
五
年
間
ア
ジ
ア
房
設

ッ
プ
さ
れ
る
。
統
計
や
笑
い
を
盟
後
、
グ
ラ
ナ
ダ
大
で
ス
ペ
イ

リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ウ
ォ
l
・
オ
ガ
混
じ
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
ン
語
を
習
得
。
最
近
ま
で
故
郷

ノ
さ
ん
、
日
本
の
斎
藤
由
美
子
女
性
を
巡
る
状
況
や
、
違
い
が
の
栃
木
県
・
今
市
市
役
所
で
国

さ
ん
、
一
二
人
の
女
性
が
英
語
と
見
え
て
く
る
と
い
司
任
組
み
。

際
交
流
の
筆
を
し
て
い
た
と

日
本
語
で
演
じ
る
の
は
「
い
ま
劇
の
あ
と
の
デ
イ
ス
カ
ッ
い
う
目
撃
さ
ん
は
、
「
劇
団

ま
で
知
り
た
か
っ
た
け
ど
、
聞
シ
ョ
ン
は
、
も
う
一
つ
の
μ
自
を
呼
び
た
い
」
と
コ
ン
タ
ク
ト

け
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
の
す
べ
手

。
今
度
は
「
異
性
愛
者
の
し
た
と
と
主
C

っ
か
け
で
、
語

ペ
ラ
座
玄
ア
ィ
レ
ク
タ
l
義
て
」
と
題
し
た
、
創

臨

。

五

O
M
W
が
、
避
妊
臭
事
わ
な
学
力
や
業
費
H

を
買
わ
れ

め
る
友
人
ら
二
十
へ
か
ボ
ラ
ン

-

人
口
問
題
や
性
教
育
、
働
く
い
の
は
な
ぜ
か
?
」
な
ど
の
質
て
、
迎
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
。

テ
ィ
ア
で
加
わ
り
、
ス
タ
ー
ト
女
性
、
老
人
問
題
な
ど
を
題
材
聞
か
、
参
加
者
に
投
げ
か
包
八
月
、
北
京
で
の
N
G
O女

し

た

。

に

、

あ

A
5じ
め
十
六
の
設
問
れ
る
。
「
観
客
は
パ
フ
ォ

i
マ
性
会
識
に
も
、
パ
フ
ォ
l
マ
ン

英
国
南
部
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
を
を
用
意
。
参
加
卓
宗
読
安
母
ン
ス
の
中
心
的
復
劃
を
担
う
。
ス
で
参
加
予
定
。
最
も
頭
を
痛

本
拠
地
に
、
ア
フ
リ
カ
、
欧
る
質
問
に
答
え
る
形
で
、
オ
ム
そ
と
で
発
生
す
る
デ
イ
ス
カ
y

め
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー

米
、
ア
ジ
ア
な
ど
、
こ
れ
ま
で
ニ
パ
ス
形
式
の
劇
が
進
行
す
シ
ョ
ン
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
目
探
し
で
、
「
劇
団
の
考
え
方
を

十
数
カ
国
を
回
っ
た
。
パ
る
。
的
な
の
で
す
」
と
、
ミ
シ
ェ
ル
理
解
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

フ
ォ
1
マ
ン
ス
と
い
う
手
法
ケ
ニ
ア
の
女
性
が
望
む
理
想
さ
ん
。
る
ス
ポ
ン
サ
ー
が
い
た
ら
大
変

で
、
言
語
や
人
種
、
宗
教
を
超
的
な
子
ど
も
の
数
は
五
l
六
英
語
の
台
本
が
、
軍
終
的
に
う
れ
し
い
」
と
言
う
。

品
唱
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
量
る
と
と
人
。
が
、
奈
男
の
子
を
望
む
出
至
っ
た
の
が
、
来
日
の
ニ
劇
団
名
の
「
パ
ス
・
パ
1
ル

汗

が
信
条
。
宍
事
故
で
大
勢
の
た
め
、
次
々
と
短
か
い
間
隔
で
旦
刷
。
が
、
よ
り
深
く
理
解
し
ト
ゥ
」
は
、
仏
語
で
「
マ
ス

胡

〈
蓄
が
落
と
し
て
い
『
穿
1

子
ど
を
茎
む
女
性
も
多
い
。

て
ほ
し
い
と
、
日
本
葬
撮
り
タ
!
キ
l
」
の
意
味
。
「
す

l
h

ナ
で
は
、
ガ
l
ナ
人
を
合
め
た
避
妊
に
コ
ン
ド
l
ム
を
使
う
の
混
ぜ
た
。
非
営
利
団
体
な
の
べ
て
に
適
用
す
忍
鍵
(
か
ぎ
)

V

士
一
へ
が
チ
1
ム
を
組
み
、
一
一
は
毒
婦
H

と
の
認
識
が
根
で
、
専
属
俳
優
は
置
か
ず
、
そ
で
、
世
界
宮
人
た
ち
り
お

い)

班
に
分
か
れ
て
国
中
を
回
り
強
く
、
女
性
の
身
体
に
負
担
を
の
ど
き
ど
き
に
グ
ス
カ
ウ
ト
H

ド
ア
を
開
貯
た
い
」
と
い
う
思

:

「
交
通
安
全
」
を
訴
え
た
。
伝

か

け

て

い

る

。

す

る

方

針

。
今
回
、
ケ
ニ
ア
の
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ペ
統
的
文
差
取
り
入
れ
る
と
と
【

Z
Z
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

言

明

時

元

旦

一

位

一

駐

三

げ

刈

羽

創

劃

』

権

益

一
日
」
一
点
一
時
・
話
回
闘

し

ん

は

言

う

。

一

!

』

三

一
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「
風
と
土
と
光
と
と
も
に
」

か

日
本
で
の
公
演
は
、
七
旦

つ
川

ilH-
望
原
名
所
が
描
い
た
風
景
画
約
唄
:
・寺
井
一
遇
、
コ
ー
ラ
ス
・
:

一

一
6

月
一

、

左

目

。
今
回

「
女
性
問
寧
乞
テ
l
一

F
h
l
l
u」
閃
点
と
清
親
カ
参
考
に
し
た
「
い
の
ち
輝
貯
」
合
唱
団
、
ピ

マ
に
」
と
、
家
族
計
画
国
際
協
一
玄
「
貰
韻
小
称
清
親
か
と
さ
れ
る
明
治
の
写
真
家

・
下
ア
ノ
・
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
:
吉

力
財
団
の
要
請
で
実
現
υた
。
一

見
た
東
京

岡
蓮
杖
と
そ
の
一
派
が
撮
影
レ
村
洋
二
、
ピ
ア
ノ
:
・岩
瀬
明

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
、
ケ
ニ
ア
の
エ
一

l
日
附
l
お
日
岡
山
時
加
分
た
璽
尽
風
策
の
写
真
を
雇
示
子
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
:・脇
屋
朋

========三========三一三三三=============-=====三========三三=======一一一

l
門
時
叩
分
浮
世
絵
太
田
記
大
人
間
円
、
大

・
高
生
側
円
、
子
前
売
り
・
指
定

3boo

醸
醸
醸
盤
轟
轟
轟
輔
頼
醸
醸
醐
醐
醐
醐

同
冊
子
は
A
四
判
、
八
ぺ
i
一
念
美
術
館
喜
朗
に
活
躍
し
中
学
生
別
円
、
小
学
生
川
円
円
、
自
由
3
0
0
0円
、
小

・

襲

撃

艶

襲

撃

白

醐

融

協

昭

輔

麟

ジ。

A
T
車
に
特
有
な
事
故
の
一
た
援
の
浮
世
絵
師
H

小
林
※
団
体
割
引
有
問
合
せ
:・
間
中
生

?noo円
(
当
日
、
別

関

官

主

制

打

許

諾

時

伝

一

票

明

治

手

話

頃

の

清

書

3
j
o
閥
抗
、
立
訟

凶
日
本
損
害
保
護
会
(
河

A
T
車
の
製
口
は
七
六
悌
(
問
る
o

V
戦
誌
周
年
記
念
・
ピ
ィ
側

-
k
f
-
Q
0
6
υ
(津

野
俊
二
会
長
)
'
山
崎
(ク
宍
通
安
全
年
度
)
。

A
T
車
特
有
の
事
故
希
望
者
は
郵
送
料
の

一
部
と

ク
チ
ュ
ア
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

田
)
、

宮
附
・
4
《

g
-R
U

小
冊
子
「

A

T
車
の
安
全
の
大
半
は
霊
ミ
ス
で
、
ア
ク
レ
て
切
手
代
二
百
七
十
円
高

ス
ル
ビ
ン

・
程
紀
へ
の
レ

16
(斉
藤
)

な
乗
り
方
」
を
作
成
、
希
望
者
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
遣
い
封
、

一T
山
寸
代
田
区
神
田
淡
路

ク
イ
エ
ム
」

V
フ
ィ
ぺ
ル
ド
ワ
ー
ク
6
・

に
配
布
し
て
い
る
。

や
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
込
み
が
甘
向
町
一
一
|
九
凶
日
本
損
害
保
険

6
日
例
目
時
叩
分
岩
波
シ
け
立
川
防
災
基
庖

凶
日
本
自
動
車
工
業
会
な
ど
い
こ
と
が
慎
一
姻
o-
重
一
時
の
事
受
E

「
安
全
産
術
部
」
ま
で
。

ネ

サ
ロ
ン
(
地

・
神
保
町
す
日
日
間
四
時
市
駅
北
口

の
調
査
に
よ
る
と
、
普
通
一
乗
用
故
比
率
が

M
T車
よ

り

高

い

六

月

末

日

間

印

有

効

。

ぐ

)

桧

:・
富
山
妙
子
音
楽
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
上
に
億
答

(4 ) 

「
百
聞
は
ー一一~

見
に
し
か
ず
」

〈火曜日〉

観
客
に
質
問
を

投
げ
か
け
な
が
ら

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「パス・パールトゥ教育劇団Jが来日、全国各地で公演

貧
困
、
人
権
、
環
境
な
ど
地
球
規
模
の
問
題
に
焦
点
を
揺
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
切
舟
界
表
面
る
、
英
国
の
「
パ
ス
・
パ

l
ル
ト
ゥ
教
育
劇
団
」
が
来
日
、
六
月

三
日
ま
で
各
地
で
公
演
中
だ
。
十
九
日
、
璽
京
・
せ
た
が
や
女
性
セ
ン
タ
ー
・
、
h
dふ、

2
9の

「
イ
ベ
ン
ト
&
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
講
座
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
公
演
で
は
、
か
観
客
参

加
。
の
種
明
か
新
鮮
で
、
者
責
凡
ち
の
盟
S
寿
町
貯
蓄
し
弓

1995年 5月 30日

今
回
は
「
女
性
問
題
」
が
テ
ー
マ

「
パ
ス
・
パ
l
ル
ト
ゥ
教
育
義
だ
ゅ
で
は
身
に
付
か
な
い
。

劇
団
」
の
創
立
は

一
九
八
五
霊
巳
く
な
く
、
も
っ
シ
旨
然

年
。
今
回
来
日
中
の
演
出
家
で
に
体
得
す
る
方
法
が
な
い
も
の

代
表
を
務
め
る
ミ
シ
ェ
ル

・
ヤ
か
」
と
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

ン
グ
さ
ん
ら
が
、
「
教
育
は
講
注
目
。
英
の
一
美
術
館
や
仏
の
オ

安売r./'、来斤降胃国~ 
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言
葉
の
密
裏
趨
、
ぇ
、
分
か
ち
あ
う
の
が
信
条

(「
ら
ぶ
ら
ず
」
で
)

z'duads 

工
夫
し
ま
す
と
、
意
外
に
調
よ
新
粉
:・刊
8
、
砂
糖
:
・
ル
ダ
モ
ン
:
小
さ
じ
凶
、
ナ

和
が
取
れ
る
こ
と
に
気
っ
き
印
g
、
大
和
芋
・:
叩
g
、

ツ

メ

グ

:・
小
さ
じ
M

件
、
パ

ま
す
。

【
飽
材
料
】

タ
l
・:
小
さ
じ
l
)

い
ろ
い
ろ
な
飽
に
チ
ャ
レ
ポ
テ
ト
・
:
川

g
、
砂
糖

【
住
め
元
】

ン
ジ
し
、
自
分
な
り
に
工
夫

:
・

mg、
(
緑
飽
H
抹

茶

①

二

色
館
を
作
る

(
宮
小

し
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ

・:.
小
さ
じ
l
、
シ
ナ
モ
ン
・
:

テ
ト
は
ゆ
で
て
熱
い
、

2
0に

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ぅ
。

小
さ
じ
川
目
、
ォ
1
ル
ス
パ
イ
皮
を
と
り
、
謹
と
し
す
る
。

紅
茶
と
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
ミ
〈
ス
パ
イ
ス
入

2
公
ア
ト

ス
:
小
さ
じ
始
、
パ
タ
l
:
・

9
小テ
ト
と
砂
糖
窒
尋
分

ス
マ
ッ
チ
と
思
う
人
も
い
る

館
手
ん
じ
ゅ
う
〉

小
さ
じ
l
、
黄
色
飽
H
タ
1

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鍋
に
入

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
飽
を

【
材
料
】

(叩
個
分
)

メ

リ
ッ
ク
・:小
さ
じ
比
、
カ
れ
、

一方
に
緑
飽
の
ス
パ
イ

困
問
問
闇
咽
嗣
四
附
側
同

ま
ん
じ
ゅ
う
を
ス
パ
イ
ス
で
ア
レ
ン
ジ

ス
、
も
つ
一
つ
に
は
黄
缶
揺

の
ス
パ
イ
ス
を
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
練
り
上
げ
、
火
を
ヰ
め

る
直
前
に
バ
タ
ー
を
加
え
ひ

と
混
ぜ
し
、
各
5
個
ず
つ
に

丸
め
る
)
。

③
小
ウ
ル
に
ト
薪
粉
と
砂

糖
を
合
わ
せ

一
緒
に
ふ
る

-っ
。③穴
和
芋
は
皮
を
む
き
、

酢
水
に
叩
分
ほ
ど
つ
り
、
お

ろ
し
金
で
お
ろ
し
、
文
民
疋

砂171‘
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H

芋
ん
じ
ゅ
、

P
と
い
う

言
葉
の
醤
き
は
、
日
本
人
に

と
っ
て
、
懐
か
し
さ
、
履
か

さ
彩
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
日
本
食
は
今
や
国

際
的
に
親
し
ま
れ
、
注
目
さ

れ
る
喜
つ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
乙
で
、
こ
の
μ
ま
ん
じ
ゅ

う
H

を
、
ス
パ
イ
ス
で
ア
レ

ン
ジ
し
、
国
際
感
覚
で
迫
つ

かわりあんのまんじゅうのでき上がり

第 1098号

す
り
鉢
で
す
る
。

白
あ
あ
ボ
ウ
ル
に
@
乞
人

れ
、
手
で
も
み
込
む
よ
う
に

し
て
、
理
ぜ
て
い
く
。

命
種
は
、
耳
た
ぶ
よ
り
少

し
や
わ
ら
く
仕
上
げ
辺
守
分

し
丸
め
て
お
く
。

⑤
左
の
手
の
ひ
ら
に
事
乞

乗
せ
、
軽
く
押
さ
え
て
平
ち

に
し
、
ピ
ン
ポ
ン
弔
天
に
丸

め
た
飽
を
乗
せ
、
包
み
込
む

よ
う
に
し
て
丸
め
、
底
に

ク
ッ
キ
ン
グ
シ
l
ト
を
敷

く。
⑦
湯
気
の
上
が
っ
た
蒸
し

器
で
、
弱
火
で
叩
i
日
分
蒸

す
。(ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ま
ん
じ
ゅ
う
の
館
を
い
ろ

い
ろ
変
-
え
て
み
る
と
面
白
い

も
の
で
す
。
飽
の
素
材
と
の

相
性
で
、
使
用
す
る
ス
パ
イ

ス
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ

、っ
。(資
組
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
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家
庭
割
増
研
究
所
/
料
理
宿
=

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

=

歯
を
守
る
た
め
に
誰
も
が
で
き
る
こ
と
、

ブ
ラ
l
ク
コ
ン
ト
ロ

P
Cク
リ
-
一カで、
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-
P
Cク
リ
ニ
カ
は
歯
の
一
本
一
本
の
歯
垢
(
プ
ラ
l
ク
)
を
し
っ
か
り
落
と
す
た
め
に

生
ま
れ
た
ハ
ミ
ガ
キ
と
ハ
フ
ラ
‘
ン
。
ハ
ミ
ガ
キ
は
酵
素
の
力
で
歯
垢
を
分
解
。

ハ
ブ
ラ
シ
は
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
お
ロ
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
歯
垢
除
去
設
計
で
す
。

ー長範明艶1
堅塁翠璽~

LION 

歯
を
守
る
の
は
、
あ
な
た
の
歯
磨
き
と

歯
医
者
さ
ん
で
の
定
期
健
診
で
す
。
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永
久
歯
に
生
え
か
わ
る
凹
凸
の
あ
る
歯
並
び
用

-
乳
児
や
幼
児
の
た
め
の
仕
上
げ
み
が
き
用
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